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ちなみに，作者であるジャメイカ・キンケイド  

（Jamaica Kinkaid）は1949年生まれの女性作家。デ  

ビュー作『川底に』をはじめ，ほとんどの作品が邦訳さ  

れている。  
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（成瀬 厚）  

ついて考えることが重要であろう。   

本書は，1994年11月に日本学術会議第四紀研究連絡委  

員会と日本第四紀学会との共催で開催された公開シンポ  

ジウム「日本列島における海岸環境の変遷一第四紀後  

半から現在まで」において発表された研究成果を取  

りまとめたものである。   

本書の構成と各章の執筆者は，以下のとおりである。   

まえがき（小池一之・太田陽子）   

1沖積低地の発達と海岸環境の変遷（海津正倫）   

2 完新世における日本列島沿岸域の海況変遷一温  

暖種の消長からみた約7500年前以降の黒潮の動き  

（松島義章）   

3 復水期の海面変化とサンゴ礁の形成過程（茅根  

創）   

4 日本列島周辺の海流変遷一海底コアからみた過  

去3万年間の海流分布（大場忠道）   

5 最終間氷期の海岸線に関する諸問題（太田陽子）   

6 海面変化とサンゴ礁段丘（大村明雄）   

7 歴史時代における人類活動と海岸平野の形成  

鉄穴流しを中心に（貞方 昇）   

8 土木工事による海岸地形の変化（砂村継夫）   

9 人は海岸をどう変えるのか（小池一之）  

10 今後の海岸環境研究の課題－IGBP・LOICZに  

関連して（米倉仲之）   

まず，第1章においては，日本列島各地に分布してい  

る沖積低地（沖積平野および海岸平野）について，その  

形成プロセス，形態のタイプ，沖積層の層序・層相と堆  

積環境を述べ，各タイプの低地における海岸環境の変遷  

についてまとめている。   

それに続く第2章以降は，タイトルのとおり最終間氷  

期から現在に至る海岸環境の変化について，時間の流れ  

に沿う形で話が進められている。   

このうち，第2辛から第6革までは，比較的長いタイ  

ムスケールでの海および海岸の環境変化について，いわ  

ゆる自然地理学的手法を用いて検討されている。各章に  

ついて詳しく紹介することは，長くなるので省略させて  

いただくが，第2章では貝化石，第3章ではサンゴ礁，第  

4章では酸素同位体比，第6章ではサンゴ礁段丘と，  

様々な分析指標，手法によって古環境の復元に迫ろうと  

する取り組みは，この研究分野の幅の広さを実感させら  

れるものである。   

そして，前半の小括の形で，第5章において，最終間  

氷期の海岸線の認定に関する問題点，とりわけ最終間氷  

期最盛期の海成段丘の認定，地殻変動の解明における問  

題点についてまとめられている。  

小池一之・太田陽子編：変化する日本の海  

岸－一最終間氷期から現在まで一  

古今書院，1996，185p．，2800円（本体）  

周囲を海に囲まれた我が国においては，海岸は人間の  

活動にとって身近であり，かつ重要な場所である。古く  

から食料採取の場，水上交通の場である海へのアクセス  

ポイントとしての機能を果たしてきたほか，海岸平野・  

沖積平野は我々に居住や生産などの様々な生活活動の場  

を提倶してくれている。全国の主要都市の多くは沿岸地  

域に立地しているし，臨海工業地域を抜きにして我が国  

の産業発展を語ることはできないであろう。   

このように海岸は我々に多くを与えてくれ，逆に言え  

ば，我々がそれに多くを依存しているからこそ，その環  

境の変化は人間に大きな影響を及ぼす。また，古くから  

人間は意図的にまたは意図せずに海岸に対して変化を与  

えてきた。その変化は再び人間の側に影響を与えるよう  

になり，時として環境問題といわれる類の事態に直面す  

る。   

このように，海岸の環境と人間の活動は常に相互に影  

響を与えてきた。したがって，これからもこの海岸環境  

の恩恵を受けながら我々の生活を維持し発展させていく  

ためには，海岸の環境変化やそれと人間活動との関係に  

ついて，その過去を知り，現在を見つめ，さらに将来に  

－54－   


